
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校だより 
令和４年１２月１日 

1２月号 

大和市立中央林間小学校 

http://www.ed2.city.yamato.kanagawa.jp/s-chu/ 

 １１月１４、１５日に６年生は、栃木県の日光へ修学旅行に行ってきました。 

１日目の東照宮辺りはまだ紅葉が鮮やかで旅行者も多い中、グループ活動では時間 

やマナーを守り、互いが協力しながら集団行動ができたことは素晴らしいと思います。 

事前学習の充実も含め、歴史や文化に直接触れ、世界遺産に感動し、しっかりと学んだ 

ようすが伺えました。また、落差９７M の華厳の滝からは、自然の持つエネルギーに圧 

倒されていました。友だちと過ごしたホテルでの時間も忘れられない思い出となったこ 

とでしょう。中央林間小学校では「いつも『何のため』を考えて自ら行動する」という目標があります。旅行

中には、行程表やしおりには書かれていない様々な場面での細かい指示や変更が出てきます。そういった時に

も慌てることなく「何のため」にどうするのが良いのか一人ひとりが常に考え、行動することができていまし

た。実行委員や係の役割を果たしている姿からも、最上級生となった頼もしさを感じました。この学びが自信

となり、残りの小学校生活や卒業後の生き方の力になりますようにと願っています。 

10 月 10 日から一泊二日の日程で、愛川ふれあいの村に出かけました。５年生にとって泊を伴う学習は初

めてのことで、学校としても３年ぶりの実施となりました。子どもたちが考えた「My can peace」というス

ローガンのもと、団体行動、団結力、力を合わせることを合言葉に、グループ活動の意味を学んできました。 

初日は、愛川繊維会館で藍染を体験したり、グループで力を合わせてアドベンチャーラリーに挑戦したり、

夜には星空のもとキャンプファイヤーで盛り上がったりと、子どもたちは互いに声を掛け合い、協力して活動 

              に取り組みました。夜遅くまで話し声が聞こえる部屋の中からは、今、友だ

ちとしか共有できない大切な時間を過ごしているのだなと思い「早く寝なさ

い」という言葉をためらいました。 

仲間との体験活動を通して人との関わり方を学ぶことは、学校の大切な役

割だと思います。時にうまくいかないことがあっても、安心して試行錯誤を

繰り返せる場でありたいと感じました。 

校長   吉田 美佳 

教頭 中山 佳予子 


